
② ビジョンの形成 ③ 課題の整理 ④ 連携による課題解決
属する組織の「矩」を超え、

専門領域の枠にとらわれない多様な「知」を持ち寄る
① ⑤ 目指す未来の実現

解決しなければいけない現実

SIP第3期「スマートインフラマネジメントシステムの構築」

本課題では、わが国の膨大なインフラ構造物・建築物の老朽
化が進む中で、デジタル技術により、設計から施工、点検、補
修まで一体的な管理を行い、持続可能で魅力的・強靱な国
土・都市・地域づくりを推進するシステムを構築し、効率的な
インフラマネジメントを実現するための技術開発・研究開発に
取り組みます。特に Society 5.0 の中核となる“デジタル
ツインの構築"を開発のコアとして考え、技術開発にあたって
は「未来の建設技術」「未来のインフラ」「未来のまち」をアウト
プットとして常にイメージします。

SIPスマートインフラ
プログラムディレクター

久田 真
東北大学大学院 工学研究科 教授

インフラ・マネジメント研究センター センター長

研究開発法人：国立研究開発法人 土木研究所
2023～2027年度（５箇年）

※ 2025年度のステージゲート後の新たなビジョン

「総合知」の活用 （統合イノベーション戦略2023）

データ基盤

未来の
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スマートシティ
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インフラ
スマートインフラ

未来の

建設
技術

基盤となるインフラ

誰もが幸せな社会

•災害強靱性
•ソーシャルインクルージョン

•ダイバーシティ

便利さの供給

これまで

経済効率性を
重視

これから

Well-Beingな
社会

データ
連携

データ
連携

データ
連携

維持管理
サイクル

• グリーンインフラの活用
• 各省庁の連携

• 高度な分析による快適
なまちづくり

スマートインフラによる
魅力的な国土・都市・地域づくり

E Well-
Being

先進的な維持管理の仕組みの構築B 予防
保全

の実現

革新的な建設技術の開発A 生産性
安全性
向上

• 施工や危険作業の
自動化・無人化

診断・措置の進展によるサイクルの効率化

点検 診断

記録 措置

•デジタル技術による診断・予測
•見えない箇所の変状・予兆を検知

•３Dプリンティング
•高品質な材料

• 計測困難な箇所の
モニタリング

• デジタルデータを活用
する情報システム

仮想空間

現実空間

デジタル
ツイン基盤

D 異業種
との
連携

地方自治体等の人材の活用C 高度
人材の
育成

• 育成カリキュラム • 維持管理対応を効率化する技術

維
持
管
理

施
工

設
計

計
画

調
査

新たな社会 “Society 5.0”

未来の

まち
持続可能で魅力ある

国土・都市・地域づくりが
進んだ社会

課題全体ビジョン

研究課題のミッション

科学技術・イノベーションを、
我が国の「勝ち筋」の源泉に

⚫ 持続可能性や一人ひとりの多様な幸せ 
(well-being) に真正面から向き合う

⚫ 新たな価値を創出 ～科学技術・イノベー
ション成果の社会実装を推進～

① 属する組織の「矩」を超え、専門領域の枠に
とらわれない多様な「知」を持ち寄る

③ 課題の整理

④ 連携による課題解決 ⑤ 目指す未来の実現

② ビジョンの形成

複雑な課題

複雑な課題

ビジョン

ビジョン

バックキャスト

バックキャストによる課題の整理とビジョンの形成を繰り返す。

未来の

建設技術
建設生産プロセスが
効率化された社会

未来の

インフラ
持続可能なインフラが

整った社会

…
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バックキャスト+フォアキャストによる伴走型のイノベーション加速化戦略

運営体制

研究開発テーマと研究開発責任者

PDを中心に、SPD、PD補

佐、PMが一丸となって、他

のSIP課題や関係省庁・産

業界の取り組み等とも連携

し、研究開発テーマ（サブ課

題）を推進し、そのミッショ

ン達成により、我が国が目

指す社会像（Society 5.0）

の実現に向けて取り組んで

います。

将来の
あるべき姿

目標

現状

目標

目標

目標

目標

目標

目標

目標

ユーザーの声を受け、フォアキャ
スト的な実装プロセスも必要と
判断 → 実装戦略をアップデート

5つの視点で目標を修正しつつ、
当初設定したゴールに到達

技術

事業

制度

社会的受容性

人材

未来の

まち

未来の

建設
技術

未来の

インフラ

目標
当初設定した実装プロセス
（バックキャスト型のマネジメント）

目標
現実のニーズに寄り添った実装プロセス
（フォアキャスト型のマネジメント）

インフラ

利用

施工
補修

運用
維持
管理

民間企業

国や自治体

国民（住民）

Well-Being
安全・安心

インフラ管理者

建設事業者等

納税 要望

発注 指示監督

2012
笹子トンネル

天井板落下事故

付属設備も含めた
老朽化への対応

2014～2017    SIP第1期 ： インフラ維持管理・更新・マネジメント技術

2018～2022    PRISM ： 革新的建設・インフラ維持管理技術/革新的防災・減災技術

2023～2027   SIP第3期 ： スマートインフラマネジメントシステムの構築

2025
八潮市

道路陥没事故

見えないところの
インフラへの配慮

2035年までには

SIPスマートインフラによる 

Society 5.0 
を実現したい

2013  社会資本メンテナンス元年（国交省）
           インフラ長寿命化基本計画策定（関係省庁連絡会議）
2014  公共施設等総合管理計画の策定要請 (総務省→全自治体)
           インフラ長寿命化計画（行動計画） 策定始まる (各省庁）

1999
福岡トンネル事故

インフラの
品質確保への対応

2011
東日本大震災

202４
能登半島地震

2016
熊本地震

メンテナンスから マネジメントへ

インフラの特殊性
事業主体が国や自治体であるために･･･

公共の利益

・ 国民全体／住民に奉仕

・ 最大多数の最大幸福

公共事業の
契約形態

• 短期の価格競争である一般競争
入札が前提

• 短期のコストが安い技術が採用
され、長期のライフサイクルで安
くなる新技術は採用されにくい

建設生産
プロセス

A

建設生産プロセスの飛躍的向上

永谷 圭司
筑波大学

教授

インフラ

老朽化対応

の遅れ

メンテ
ナンス
サイクル

B

メンテナンスサイクルの効率化・高度化

石田 哲也
東京大学

教授

人材育成

C

ヒューマンリソースの戦略的活用

宮里 心一
金沢工業大学

教授

グリーン
インフラ
／EBPM

E

インフラのスマート化
（グリーンインフラ・EBPM）

デジタル
ツイン

D

デジタルツインの実現

秋葉 正一
日本大学

教授

土橋  浩
首都高技C
副理事長

久田  真
東北大学 教授

小林 泰三
立命館大学

教授

木村 嘉富
橋梁調査会

理事

長井 宏平
北海道大学

教授

堀  宗朗
JAMSTEC
上席研究員

中村 太士
北海道大学
名誉教授

秋山 充良
早稲田大学

教授

岩波 光保
東京科学大学

教授

木村 嘉富
橋梁調査会

理事

サブ
PD

PM

テーマE２テーマE１

長井 宏平
北海道大学

教授山田 菊子
（株）ソーシャル・

デザイナーズ・ベース COO

担当領域

国際展開／知財・標準化

社会実装（課題間連携）

技術開発

データ連携

PD補佐

PD

社会実装（課題内連携）

SPDとPMの役割を
クロスオーバーさせて、
綿密なマネジメントを実現

D
デジタル
ツイン

E
グリーンインフラ

／ EBPM

B
メンテナンス

サイクル

A
建設生産
プロセス

C
人材育成

研究推進法人 府省連携／プロジェクト管理内閣府

総括

総括

総括

国や自治体が事業主体：公共の利益優先／短期のコストが安い技術が採用されやすい

国立研究開発法人 土木研究所 戦略的イノベーション研究推進事務局（ＳＩＰ事務局）
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